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EPC契約における受注企業業績変動の内的要因について
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あらまし 機械装置，化学装置，情報システムが高度に集約された大型システムを設計から保守まで一括して提供する

エンジニアリング産業は，現在でも国際競争力を維持している産業であり，その健全な成長はわが国の外交，経済協力の

面からも重要な課題といえる．しかしながらエンジニアリング産業は，一般に業績が不安定であり，案件が豊富な状況に

おいても経営基盤にかかわる損失を出すことがあるなど，安定的な利益の確保が課題となっている．ここでは，エンジニ

アリング産業の契約方式とコスト見積誤差に注目し，業績変動の内的要因を分析する．
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1. は じ め に

製造設備，エネルギー設備，環境設備などを提供するエ

ンジニアリング産業は，我が国に残された数少ない国際競

争力のある輸出産業である．これらの設備は，機械装置，化

学装置，情報システムが高度に集約された大型システムで

あり，その設計・調達・建設・保守には，簡単には真似の

出来ない高度な技術を必要とする．また，エンジニアリン

グ産業は，人々の安心・安全，国家の社会インフラ整備を

支える装置をシステムとして提供する能力を持ち，国家間

の経済協力，外交関係の観点からも，当該産業の健全な成

長が重要といえる．

しかしながらエンジニアリング産業は，一般に業績が不

安定であり，案件が豊富な状況下においても経営基盤にか

かわる損失を出すことがあるなど，安定的な利益の確保が

課題となっている．すなわち曖昧な顧客要求に加え，競争

入札による受注企業決定が一般的なエンジニアリング産業

においては，競争力，あるいは，市場環境に変化がなくと

も，受注時点の設計に基づく見積精度により意図しない不

採算案件を受注する可能性がある．また，当該産業の多く

は受注量確保を優先する傾向があり，過度なプロジェトの

受注が新規受注に必要な見積業務を圧迫し低い見積精度に

基づく入札価格決定となり，長期間にわたり不採算プロジェ

クトの増加をもたらす可能性がある．
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2. EPC契約の特徴

エンジニアリング産業における典型的な契約方式は，EPC

契約とコストプラスフィー契約といえる．EPC契約は，装

置の E (設計：Engineering)，P (調達：Procurement)，C

(建設：Construction) の詳細と契約金額を確定した上で，

客先から受注企業がプロジェクトを請負うもので，フルター

ンキー契約（顧客は鍵を回すだけで設備が稼動する）とも

呼ばれる．EPC 契約の場合，コスト変動リスクは受注企

業が負うことになる．発注者である顧客は，コスト変動リ

スクを低減できるだけでなく，設計と施工を分離しない一

括契約により納期短縮も実現できる．これに対しコストプ

ラスフィー契約は，受注企業が設備の設計，調達，建設に

要した費用に適切なフィーを加えた金額を発注者が支払う

契約である．受注企業にとっては，大きな利益は期待でき

ないが赤字リスクを抑えることができる契約方式と言える．

顧客にとっても，コスト構造が明確になり，高価な買い物

をする危険を減らすことができる．

発注者と受注企業にとりWin-Winの契約方式はコスト

プラスフィー契約のように思えるが，この契約方式はプロ

ジェクト遂行への顧客のかかわりが大きく，顧客側に設計

内容の精査に加え，プロジェクトマネジメントを正しく理

解し評価できるだけの経験と技術力が必要となる．

これに対し EPC契約は，元請として実績と信用のある

企業が受注すれば，発注側の人材と技術力に制約がある場

合でもプロジェクト遂行が可能である．顧客は，競争入札

により契約金額を抑えることも期待できる．受注企業とり，

EPC 契約はコスト変動を自社で吸収することになり採算

性への影響が大きい反面，リスク管理のノウハウを蓄積す

ることで競合他社との差別化をはかることができる．実際，

大規模設備を EPC契約で受注できる能力をもつ企業は限
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られている．日本のエンジニアリング産業はこの EPC契

約がお家芸とも言え，国際競争力の源泉にもなっている．

3. 見積MHと見積誤差

EPC契約では，契約時点の見積精度が，受注企業の採算

性に大きく影響する．

この見積精度は，見積情報の質と量により決まると言え

る．たとえば，Towler & Sinnott1)は，プラントエンジニ

アリング分野における見積り手法を分類し，それぞれの分

類ごとに見積りに必要なデータ，見積精度の関係を設計の

進捗度の観点から整理し，採用する見積り手法により見積

精度が-30%～+50%から，± 5%の範囲となることを示し

ている．見積り手法はさまざまであるが，見積りに精度を

求めるほど詳細な情報を要し，それらを収集・整理するた

めのMH (Man-Hour) が必要となる．さらに，精度の高い

見積りを得るには経験豊富な人材を活用する必要があり 2)，

投入できるMHに制約がある．また，受注したプロジェク

トの遂行にもそれらの人材が必要である．このように EPC

契約では，受注企業が提案と設計を含む見積業務と受注プ

ロジェクトの遂行を同時に行うため，限りのある経験豊富

な人材のMHを見積りとプロジェクト遂行で分け合うこと

になる．

すなわち，大規模プロジェクトを受注すると，その後の

見積作業に要する MH が不足し精度の低い見積りに基づ

く受注となり，次期以降の利益の減少が考えられる．一方，

見積りへの多大なMHの投入は受注プロジェクト遂行への

MH不足をまねき，コスト管理の不備から予想外の損失を

被る可能性が高まる．

日頃から受注量確保を課題とするエンジニアリング企業

は，一般に受注額最大化を求める傾向にある．しかし上記

に考察したように，多期間にわたる見積・受注・売上・利

益の均衡を考慮した受注管理が，当該企業の継続的な利益

確保に必要と考えられる．

4. 多期間シミュレーションによる評価

先に示した見積 MH と見積精度の関係に基づき多期間

シミュレーションを行った結果 3) を，図 1に示す．ここで

Case Aは，表 1のように，安定市場環境下における 3種

類の受注戦略による多期間利益の推移を示している．

表 1 シミュレーションシナリオ
Case A1-3 各期の期待利益率を 10 ％に固定
（安定市場） A1 :受注目標を 1250 億円に固定

A2：第 3 期に A1 受注目標の 1.5 倍を受注
A3：第 3 期，4 期に A1 受注目標の 1.5 倍，

0.5 倍をそれぞれ受注

ここで，毎期同額の受注額を確保する受注戦略A1の 12

期合計期待利益が 497億円と最も高く，第 3期にA1の 1.5

倍額を受注するA2 の合計期待利益が 322億円と最も低い．

また，A2 に対し，第 4期に受注額を調整する A3 のケー

スでは合計期待利益が 475億円となり，A2 における受注

過多の緩和効果が認められる．A2の現象は，ある期での過

度な受注がその後の期で利用できる見積MHの減少を招き

見積精度が低下するため，受注プロジェクトの期待利益が

低下することで生じる．A2の場合，第 3期の受注増によ

るその後の期待利益減少が回復するのに 7期間を必要とし

ており，安定した受注環境においても，受注戦略の失敗に

より長期間の利益減少を自ら起こす可能性のあることがわ

かる．さらに A3では，第 8～10期において固定目標受注

額確保の A1より高い期待利益となるが，これは，第 4期

での受注額調整により見積MH に余裕ができA1よりも利

益の高いプロジェクトの受注が期待できるためであり，多

期間にわたる見積精度情報と受注額を考慮した受注戦略が

有効であることがわかる．
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図 1 各ケースの期待利益の推移

5. お わ り に

エンジニアリング企業は，受注量確保が収益の基礎になっ

ている．しかし，EPC契約の特性を考えると，たとえ採算

性の良い案件であっても，過度な受注はその後の見積MH

を圧迫し，多期間での評価ではむしろ採算性の悪化を招く

可能性がある．ここでは，そのメカニズムについて，シミュ

レーションによる評価を基に考察を行った．
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